
「学校現場における業務改善加速事業」
府中町における業務改善の取組

〜⼦供と向き合う時間を確保して
教育の質を⾼めるために〜

府中町教育委員会
管理主事 草本泰宏

学校における働き方改革フォーラム（R2.1.27）
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発表の内容
Ⅰ 取組の概要

Ⅱ 平成29年度（１年目）の取組「基盤づくり」

Ⅲ 平成30年度（２年目）の取組「試行」

府中小学校の取組「子供に向き合う教師であるために」

Ⅳ 令和元年度（３年目）の取組「実行・定着」

Ⅴ 成果と課題

Ⅵ 今後の取組
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当時の教職員の勤務状況
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平成28年５月直近１カ月の平均的な時間外

・持ち帰りの状況（府中町中学校平均）

府中町
全職種
中学校平均

広島県
全職種
中学校平均

（時間） 平日の時間外・持ち帰りとも過多
特に、週休日の時間外勤務が多い

（平成28年５⽉ 業務改善に係るアンケート結果より作成）

Ⅰ．取組の概要

「週休日に業務しなくてよい教職員⽣活は実現可能でしょうか︖」
（業務改善アンケート 自由記述原文）
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当時の教職員の勤務状況

（平成28年５⽉ 業務改善に係るアンケート結果より作成）

Ⅰ．取組の概要
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府中町における業務改善の取組

欲
張
り
な

業
務
改
善

（現スクールサポートスタッフ）

※ 生徒指導集中対策事業は平成30年度から生徒指導実践指定校事業

Ⅰ．取組の概要
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(1) 実践研究のねらい
○教員の高いモチベーション維持と子供と向き合う時間の確保
○各校における業務改善を行う仕組みの構築
○専門スタッフの配置による教育の質の向上

(2) 府中町 業務改善に係る目標（ＫＰＩ） ※○平成29年度～ ●平成30年度～
○ 子供と向き合う時間が確保されていると感じる教員の割合（80％以上）
○「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思います」（90％以上）
○「先生は授業やテストで間違えたところや理解していないところについて、

わかるまで教えてくれる」（80％以上）
●「新たな取組を行う場合、既存の取組の縮小や廃止など、スクラップアンド

ビルドを行っている。（80％以上）
●「日々の業務の中で充実感を得られている。」（目標90％以上）
●「教職員の１週間当たりの勤務時間の合計」（中学校55時間、小学校50時間）

Ⅰ．取組の概要
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府中町における業務改善に係る取組の方向性
１年目「業務改善に向けた基盤づくり」(平成29年度)

① 教職員の意識改⾰
② 学校支援拡大会議を中心としたＰＤＣＡサイクルの構築
③ 専門スタッフ等の配置（ＳＣ、ＳＳＷなど）
④ 教頭会を中心とした研究体制の整備

２年目「試⾏（業務改善に係る効果的な取組についての実証的研究）」(平成30年度)

○ ＰＤＣＡサイクルに基づく取組の改善・充実
○ 業務改善に係る効果的な取組の検討と実証的研究
○ 専門スタッフの効果的活用

３年目「実⾏・定着（効果的な取組の実⾏と定着へ向けた取組）」(令和元年度)

○ 効果的な取組の町内全小中学校への拡充実施
○ 各校の主体的な取組推進と中学校における部活動指導支援
○ これまでの取組のまとめと継続的な取組定着への準備

目
的

・
課
題
意
識
の
共
有
で
自
分
事
の
業
務
改
善

Ⅰ．取組の概要
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Ⅰ．取組の概要
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①教職員の意識改⾰
業務改善に係るアンケートによる勤務状況等の把握と課題の分析

両校の比較分析

○　両校を比較すると、府中中学校が「時間外」、「持ち帰り」ともに多い。（１週間当たり緑ケ丘中の＋2.5時間）

○　アンケートの肯定的評価には時間数の差よりも、大きな差が感じられる。（府中中学校がかなり低い。）

○　管理職の理解や進捗状況の把握による調整、優先順位の適切な指示等に大きな差がみられる。

府中中学校

○　時間外勤務の時間数は１回目のアンケートより減少しているものの、全体の平均を依然上回っている。（全体の＋0.6時間）

○　全体的に肯定的な数値が下がっており、特に管理職への不満が伺える。

○　主任でない経験年数の多い教諭の充実感、上司の理解、進度調整への不満が大きい。

○　担任の「生徒と向き合う時間」や「充実感」、「上司の理解」、「進度調整」等への肯定的評価が低く、仕事の偏りに対する不満がみられる。

○　授業以外の担当業務について、上司に理解されていると感じている職員が少なく、教職員間でも互いに頼みやすい雰囲気を感じられていない。

○　府中中学校の教職員は取組の立案に参画していると感じておらず、管理職の業務の状況把握、取組の廃止や調整などに対し、否定的である。

○　府中中教職員の気づき・感想

　・　分掌等の組織や業務内容の見直しが必要。

　・　何も仕事が減らずに、新規の仕事が次々に増えている。

　・　学校に残っている教員が急な仕事を引き受けたり、校外指導に出たりしている。

　・　定期試験の際に研修などが入り、余裕がない。

　・　部活動休養日や定時退庁日ができて、少しずつ現場も変わりつつあると感じている。改革がもっと早く進むよう自分もできるだけのことはしたい。

　・　他の職員への仕事分担ができる管理職（校長）が必要。

　・　業務改善会議でどんなに教職員が本音で優先的に取り入れること、排除することを話し合っても、管理職が排除する勇気を持っていない。案は出ているので判断してほしい！

　　　（教員・生徒ともアップアップである。）

　・　部活動を制限することが業務改善になるとは思えない。

　・　似たような調査等を減らすことが必要。

　・　個人の努力、効率化による業務改善ばかりを言うのでなく、業務の精選をしてほしい。

　・　軽減されている教職員もいれば、されていない者もいる。

府中緑ケ丘中学校

○　時間外・持ち帰りの時間は第１回アンケートより１週間当たり5.8時間軽減された。

○　授業準備、教材研究の時間が少ない。（全体比１週間当たり－1.7時間）

○　スクラップアンドビルドや業務の優先順位の指示、業務の進捗状況の把握による進度調整等について肯定的評価が高く、管理職等への信頼関係が伺える。

○　経験年数の多い教職員、担任、主任等の上司への信頼、充実感等が高く、仕事量の多い者も納得して仕事をしている様子が伺える。

○　緑ケ丘中学校教職員の気づき・感想

　・　テストを採点する量が多い教員へのフォローをお願いしたい。

　・　教務事務支援員に印刷等をお願いでき助かっている。

　・　地域の人材を活用し、苦手分野への支援をいただくことで、負担軽減を図りたい。

府中町立中学校の仕事の中での意識など（当てはまる（１～３）の割合：教育職のみ）

平成29年　第１回アンケート結果比較（仕事の中での意識(1)～(9)：当てはまる（１～３）の割合）

府中町 中学校全体

(1) 52.6% 64.5%

(2) 71.8% 75.4%

(3) 78.1% 83.5%

(4) 82.1% 86.7%

(5) 75.1% 82.4%

(6) 73.4% 84.6%

(7) 48.5% 59.7%

(8) 81.2% 82.0%

(9) 75.0% 77.1%

平成29年　第２回アンケート結果比較（仕事の中での意識(1)～(9)：当てはまる（１～３）の割合）

府中町 中学校全体

(1) 57.7% 65.9%

(2) 72.7% 74.4%

(3) 78.8% 84.6%

(4) 84.8% 86.7%

(5) 81.8% 80.4%

(6) 68.2% 82.2%

(7) 48.5% 59.3%

(8) 86.3% 82.5%

(9) 74.2% 77.9%

府中町　中学校

(1) 児童・生徒と向き合う時間

(2) 充実感

(3) 上司の理解

(4) 頼める雰囲気

(5) 取組立案への参画(6) 新しいアイデア

(7) スクラップ＆ビルド

(8) 優先順位の指示

(9) 進度調整

府中町

中学校全体

(1) 児童・生徒と向き合う時間

(2) 充実感

(3) 上司の理解

(4) 頼める雰囲気

(5) 取組立案への参画(6) 新しいアイデア

(7) スクラップ＆ビルド

(8) 優先順位の指示

(9) 進度調整

府中町

中学校全体

Ⅱ．平成29年度（１年目）の取組「基盤づくり」
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②学校支援拡大会議を中心としたＰＤＣＡサイクルの構築

H30年間計画 【平成30年度　府中町業務改善年間計画】

※　下記のスケジュールを基に，各校における取組を着実に実施すること。

　・業務改善の意義等について教職員へ説明（熟議の計画策定と「子供に向き合う時間」についての熟議）

　・校内推進体制の整備

　・現状分析，取組計画の策定

　・取組計画の周知，実行

　・学校全体で成果と課題の共有

　・取組計画の点検，必要に応じて修正

② ③ ④

結果共有 結果共有 結果共有

●学校閉庁日の実施

　・町内推進体制の整備

●学校マネジメントフォーラム ●学校マネジメントフォーラム ●生徒指導研修

●府中町 学校マネジメント研修●キャリア教育研修

教頭会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

●スクール・サポート・スタッフ配置 ●業務改善モデル校連絡会議

●市町教委担当者協議会 ●市町教委担当者協議会

学
　
　
校

（7.1～8.31はなし）

・　把握，指導助言等

配置
期間

3 ＳＣ・ＳＳＷの配置

研修等

業務改善推進

専門性等の向
上

県
教
委

市町立

主体

市
町
教
委

教員の事務的
業務の補助
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学校業務改善支援
員の配置

学校支援拡大会議

PDCAサイクル
による取組

業務改善
アンケート

実施時期及び取組内容等

11月

第１回会議
（中止）

第２回会議 第３回会議

７月 ８月

事前準備

PLAN
（現状把握・計画作成）

DO
（ねらいの周知・改善策実
行）

CHECK
（効果測定・評価）

ACTION
（改善策の修正・次年度
への準備）

★

①

第１回

４月 ５月 ６月
取組項目

３月 （H31）４月

第２回

★

９月 10月

第３回

★

12月 １月 ２月

スクール・サポート・
スタッフの活用

インターネットアンケートの
実施

熟議の実施

Ⅱ．平成29年度（１年目）の取組「基盤づくり」

①業務改善アンケート
府中町立中学校の仕事の中での意識など（当てはまる（１～３）の割合：教育職のみ）

平成29年　第１回アンケート結果比較（仕事の中での意識(1)～(9 )：当てはまる（１～３）の割合）

府中町 中学校全体

(1) 52.6% 64.5%

(2) 71.8% 75.4%

(3) 78.1% 83.5%

(4) 82.1% 86.7%

(5) 75.1% 82.4%

(6) 73.4% 84.6%

(7) 48.5% 59.7%

(8) 81.2% 82.0%

(9) 75.0% 77.1%

平成29年　第２回アンケート結果比較（仕事の中での意識(1)～(9 )：当てはまる（１～３）の割合）

府中町 中学校全体

(1) 57.7% 65.9%

(2) 72.7% 74.4%

(3) 78.8% 84.6%

(4) 84.8% 86.7%

(5) 81.8% 80.4%

(6) 68.2% 82.2%

(7) 48.5% 59.3%

(8) 86.3% 82.5%

(9) 74.2% 77.9%

府中町　中学校

(1)  児童・生徒と向き合う時間

(2)  充実感

(3 ) 上司の理解

(4)  頼める雰囲気

(5)  取組立案への参画(6 ) 新しいアイデア

(7 ) スクラップ＆ビルド

(8)  優先順位の指示

(9)  進度調整

府中町

中学校全体

(1 ) 児童・生徒と向き合う時間

(2 ) 充実感

(3)  上司の理解

(4)  頼める雰囲気

(5 ) 取組立案への参画(6)  新しいアイデア

(7) スクラップ＆ビルド

(8 ) 優先順位の指示

(9 ) 進度調整

府中町

中学校全体

○教頭会での研究協議

②学校支援拡大会議

③改善に向けた取組
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②学校支援拡大会議を中心としたＰＤＣＡサイクルの構築

学校支援拡大会議
平成29年度 月 日 内 容 指 導 者
第１回 ７⽉31日（⽉） 今年度の取組の理解とワークショップの実施 ⺠間企業担当者

第２回 11⽉27日（⽉） 取組の状況把握と改善に向けての熟議の実施 町教委教育部⻑

第３回 ２⽉22日（木）
今年度の成果と課題のまとめ、次年度への方向性
の確認（パネルディスカッションによる総括）

有識者、アドバイ
ザー

（テーマ）「児童生徒の心に寄り添う生徒指導・進路指導の充実と教職員の業務改善」 

○ コーディネーター 文部科学省 学校業務改善アドバイザー 妹尾昌俊 先生 

○ パ ネ ラ ー 鳴門教育大学 教職大学員教授 阿形恒秀 先生（生徒指導） 

      関 西 大 学 社 会 学 部 教 授 川﨑友嗣 先生（キャリア教育） 

      府中緑ケ丘中学校 主幹教諭 郷地忠幸 先生（学校教職員） 

      府中町教育委員会 学校支援室 畑尻佳括 室長（教育行政） 

第３回学校支援拡大会議（H30.2.22）

Ⅱ．平成29年度（１年目）の取組「基盤づくり」

11

②学校支援拡大会議を中心としたＰＤＣＡサイクルの構築

第３回 学校支援拡大会議パネルディスカッション

○これまで様々な取組を⾒てきて、「いい意味で⼿を抜いてはど
うか︖」というものもあった。例えば「⽣活ノートのコメント」

について、（⼦供の実態・発達段階にもよるが）本当に毎
日書く必要があるのか︖今の勤務状況の中で年間膨大な時
間をかけて取り組んでいることを考えると、「ここぞ︕」
という場⾯で年に１〜２回しっかり書いてやる方が効果が
上がるかもしれない。勿論、⼦供のメッセージ等を⾒逃さ
ないことを前提としてであるが。（阿形）

②「⽣徒指導」も「進路指導」もやるだけ効果が上がることは理解で
きるが、時間は有限である。仕事の仕方として何か⾒直せるところ
はあるか︖

Ⅱ．平成29年度（１年目）の取組「基盤づくり」
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③専門スタッフ等の配置（ＳＣ、ＳＳＷ等）
職 種 取 組 内 容

①スクールカウンセラー
（県費＋町費２）（町費１）

臨床心理⼠を配置し、児童⽣徒や保護者等の不安や悩みに対して、カウンセリングを⾏ったり、保護者や教師に子供へかかわり方を助
⾔する等の取組を⾏う。
(1) 児童⽣徒へのカウンセリング
(2) カウンセリング等に関する教職員及び保護者に対する助⾔・援助
(3) 児童⽣徒のカウンセリング等に関する情報収集・提供 等

６名

②スクールソーシャルワーカー
（県費１）
（町費１）

社会福祉⼠等の専門的知識等を⽣かし、児童⽣徒が置かれた環境への働きかけや関係機関との連携を図る。
【主な職務】
(1) ⽣活環境に課題のある児童⽣徒の家庭等への働きかけや具体的支援
(2) 支援に当たっての関係機関等とのネットワークの構築、連携、調整
(3) 支援における学校内のチーム体制の構築・支援 等

２名

③⻘少年教育相談員（町費） ⻘少年教育相談に関する業務
(1)不登校児の適応指導教室での指導・対応（たんぽぽの部屋）
(2)小中学校での教育相談（心の相談教室）

４名

④教務事務支援員（県費４）（町費１） 教務事務の支援に関する業務を⾏う。（週20ｈ）（印刷業務、ＩＣＴ機器の移動・準備、プリントの作成、帳簿等の回収等） ５名
⑤教育支援員
（町費）

障害のある⽣徒への介助指導及び学習支援等 ※特別支援学級（教員免許・保育⼠）
（１日６時間 9:00〜16:00の週30時間）※勤務を要しない日（土曜日、日曜日、祝日）

23名

⑥学校⽣活・学習支援員（町費）
※非常勤講師

通常学級における配慮が必要な児童⽣徒に対する学校⽣活及び学習支援等（１日４時間 9:00〜13:00）
※勤務を要しない日（土曜日、日曜日、祝日、8/1〜8/31、12/29〜1/3）

３名

⑦学校図書司書（町費）週30ｈ 学校図書室の運営、読書活動の推進等に係る業務 ４名
⑧町費事務職員（町費） 県費負担事務員の補助、町費負担職員に係る事務等 ５名
⑨部活指導（町費）※非常勤 部活動の専門的な指導補助 ８名
⑩家庭学習支援（町費）※非常勤 ⽣徒の提出した家庭学習のチェック等に係る業務 １名
⑪適応指導教室対応（町費）※非常勤 適応指導教室での⽣徒対応 １名
⑫業務員（町費） 学校環境整備に係る業務一般 13名
⑬ＡＬＴ（町費） 英語学習、外国語活動における主にコミュニケーション能⼒向上に係る指導補助、語学指導助手
⑭スクールサポーター
仮称（ボランティア）

※コミュニティ・スクールの取組

各校における児童⽣徒の学習活動・教育環境整備等に係る、保護者・地域の方の協⼒による学校運営の様々な支援・援助（業務内容
例）学習支援に関すること 学校の環境整備に関すること スポーツ活動の練習のサポート 保護者の子育て相談 校外学習の
引率支援や校内パトロール 等

Ⅱ．平成29年度（１年目）の取組「基盤づくり」
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③専門スタッフ等の配置（ＳＣ、ＳＳＷ等）

Ⅱ．平成29年度（１年目）の取組「基盤づくり」

３月末の府中町内不登校児童生徒数
【小学校】平成29年（12人）平成30年（11人）平成31年（11人）
【中学校】平成29年（45人）平成30年（41人）平成31年（29人）

３月末の府中町内不登校児童生徒率
【小学校】平成29年（0.43％）平成30年（0.39％）平成31年（0.38％）
【中学校】平成29年（3.59％）平成30年（3.45％）平成31年（2.42％）

14



Ｃ）コミュニティスクールの充実（地域ボランティア）

ボランティアの種類 サポート内容

学習ボランティア
（子供たちに確かな学⼒をつける）

家庭科実習補助（調理実習やミシン実習）、プリ
ントの印刷、放課後の宿題の⾒守り

学校環境ボランティア
（子供たちの豊かな心を育成する）

掃除（掃除週間の支援）、学校掲示の充実、
外の花の手⼊れ、切花の提供

家庭教育ボランティア
（子供たちの健やかな体を育成する）

クラブ活動の手伝い（囲碁・将棋，工作，絵手
紙）、アンケート等のデータ処理

安心安全ボランティア
（子供たちの安心・安全な学校⽣活）

校外学習の引率、登下校の⾒守り

③専門スタッフ等の配置

Ⅱ．平成29年度（１年目）の取組「基盤づくり」
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Ｃ）コミュニティスクールの充実（地域ボランティア）

③専門スタッフ等の配置

Ⅱ．平成29年度（１年目）の取組「基盤づくり」

各校における登録制地域ボランティア（平成29年度）

学校名

府中小 フラワーボランティアひだまりの会 印刷ボランティア 掃除ボランティア 安全ボランティア

府中南小 学習支援 学校環境サポート 家庭教育サポート 安全安心サポート

府中中央小 Sweet（読み聞かせ）印刷サポート ガーデニング 学習支援

府中東小 校外学習サポート ミシン学習サポート バレーボール練習サポート

府中北小 学習支援 学校環境 家庭教育 安心・安全

府中中 部活動指導補助 掲示物 花の水やり

部活動支援 実習補助 ＩＣＴ補助 ＳＵ補助

緑化作業 施設整備 校内ミュージアム展示 賞状の名前書き 用務員レスキュー

ベルマーク 給食準備 大掃除 朝読サポート 校内パトロール

名簿作成 職場体験補助 身体測定補助

府中緑ケ丘中

ボランティア支援内容

16



府中町教育委員会における環境整備

平成29年度 府中町教育委員会の取組
１．町内文書の鑑文の廃止
２．部活動休養日の設定（町教委からの通知）
３．定時退庁日の設定
４．一⻫閉庁日の設定（8⽉14日〜16日）
５．町教委主催研修等の整理
６．町からの調査・照会文書の整理・調整
７．教育研究レポートの休止（課題発⾒・解決学習指導案作成のため）

Ⅱ．平成29年度（１年目）の取組「基盤づくり」

17

府中町における業務改善に係る取組の方向性
１年目「業務改善に向けた基盤づくり」(平成29年度)

○ 教職員の意識改⾰
○ 学校支援拡大会議を中心としたＰＤＣＡサイクルの構築
○ 専門スタッフ等の配置（ＳＣ、ＳＳＷなど）
○ 教頭会を中心とした研究体制の整備

２年目「試⾏（業務改善に係る効果的な取組についての実証的研究）」(平成30年度)

① ＰＤＣＡサイクルに基づく取組の改善・充実
② 業務改善に係る効果的な取組の検討と実証的研究
③ 専門スタッフの効果的活用

３年目「実⾏・定着（効果的な取組の実⾏と定着へ向けた取組）」(令和元年度)

○ 効果的な取組の町内全小中学校への拡充実施
○ 各校の主体的な取組推進と中学校における部活動指導支援
○ これまでの取組のまとめと継続的な取組定着への準備

目
的

・
課
題
意
識
の
共
有
で
自
分
事
の
業
務
改
善

Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」
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○ 年度初めの「子供に向き合う時間」の確認
Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」

19

○ ⼊退勤時間記録の徹底、退勤時間ボード
Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」

20



①ＰＤＣＡサイクルに基づく取組の改善・充実

Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」

平成30年度学校支援拡大会議
月 日 内 容 講 師

第１回 ７月31日 ※平成30年７月豪雨災害のため中止 ―

第２回 12月４日
各校の課題に照らした改善策の検討
（熟議「スクラップの推進」

「教員がになわなくてもよい業務」）

広島県
教育委員会

第３回 ２月22日
今後各校の主体的・組織的取組を推進するために
（各校の取組に対する学校業務改善アドバイザー

からの指導・助言）

学校業務改善
アドバイザー

21

①ＰＤＣＡサイクルに基づく取組の改善・充実

Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」
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学校における業務改善加速事業の取組
令和２年１月２７日

府中小学校の取組

23

わたしたち教師の願いは︖ 何をめざす︖

子供と共に
成⻑した
い。

良い授業が
したい。

仲間と共に
作り上げて
いきたい。

みんな笑顔で︕ 毎日，元気で︕

府中小学校の取組
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自分で
とらえなおすもの

質は落とさない，
⾼めるもの

誰かが
減らしてくれるもの

量を減らす
（スクラップする）もの

業務改善⇒働き方改革⇒ライフワークバランス

教育の質を高めるための働き方の見直しを推進する。

人・もの・こと を見直す。

府中小学校の取組

25

カギの貸し出し 教材室の⾒える化

①ものを見直す 整理整頓で業務改善
府中小学校の取組
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◎家庭訪問を個人懇談に
◎運動会３種目を２種目に
◎ＰＴＡ学級役員を学年役員に
◎そうじのＤＶＤを作成し，同じ指導に

②ことを見直す 行事の精選で業務改善
必要なのは 熟議 話し合うこと
◎学年で・ブロックで・役割別グループで
プロジェクトチームで・全体で

◎アンケート結果をもとに 教職員に・保護者に
◎ベストはない。でもベターのやり方で，納得して

府中小学校の取組

27

運動会プロジェクト

８人 分掌や学年の枠をこえて

平成30年8月から月1回程度 ６回実施

平成31年1月 次年度運動会提案

3月～運動会に向けて取組スタート

〇運動会で付けたい力は？

学年3種目
→学年2種目

「団結力」「感謝」を表現しよう！

府中小学校の取組
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「団結力」を表現しよう！

ゲストティーチャー
マツダの陸上部～

3年生以上～
学年綱引き

府中小学校の取組

29

地域の方といっしょに作り上げよう！

〇取り組んだことを「言葉」に
●地域の人から
●指導者から
●学年主任から
●担当者から

府中小学校の取組
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熟議のポイント
→テーマとグループ編制

府中小学校の取組

31

③人を見直す やりがいのつながりで業務改善
Ａ：内に目を向ける。 校長のリーダーシップ

ハード面
目標の連鎖

学校評価
＋

学年経営案
＋

業績評価書

ソフト面
納得をめざして

★校⻑通信
国・県の動向や先⾏事例，
文献

★業務改善アンケートをもと
にした個人面談
★業務改善推進担当や各主任と
次なる取組についての雑談

府中小学校の取組
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Window

学校経営プラン→学年経営案→業績評価書

第6学年 学年経営案

業績評価書

府中小学校の取組

33

人材育成
人として成長したいという願い＋組織力アップ

→究極の業務改善

模擬授業で
授業方法の研修

学年主任会で
学年マネジメント研修

ミドルリーダー研修
・リーダーシップとは？

・学校経営理念について など

若手勉強会
・ほめ方・叱り方
・保護者対応
・ルールの徹底 など

府小ナビ学習 役割別研修

府中小学校の取組
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③人を見直す やりがいのつながりで業務改善
Ｂ：外に目を向ける。 人とつながる。

〇スクールサポート
スタッフ

〇給食支援員
〇コミュニティ

・スクール
〇モーニング

・ビュッフェ

府中小学校の取組

35

学校運営協議会（令和元年11⽉29日）
①子供と向き合う時間が確保されている ９０%以上

９７．２％
②1週間当たりの勤務時間の合計の平均 ５０時間以下

４８．５時間
③スクラップアンドビルドへの肯定的な回答 ８０％以上

９４．９％
④日々の業務の中で充実感を得られている ９０％以上

９７．４％

今 そしてこれから
府中小学校の取組
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府中小学校の取組でした。
府中町教育委員会の発表に戻ります。

府中小学校の取組

37

○外部人材を活用した
「必ずしも教員が担わなくてもよい業務」の洗い出し

検討予定の業務（案）
１．ボランティア（ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ等一般の外部人材）等必ずしも専門的知識・技能が必要ではない業務
・朝の読書タイムを利用した読み聞かせ（兼出欠チェック）

・朝の挨拶運動
・校舎内見回り活動（随時だが特に生徒の昼休み時間＝教職員の休憩時間）

・給食配膳見守り活動及び給食時間の見守り活動
・清掃活動見守り活動
・部活動中の見守り活動（校内研修等教員が部活動につけない状況を想定：指導はしない）
・放課後見守り活動
・外部からのお客対応（ご案内やお茶等の対応）

２．非常勤講師または非常勤職員として正規に委嘱するなど守秘義務や専門的知識・技能が必要な業務
・電話応対（事務職員の業務改善，午前中のみも検討）
欠席（遅刻）者への電話連絡等学校に来ていない生徒の状況把握

・ＩＣＴ機器（電子黒板，ﾀﾌﾞﾚｯﾄ等）準備・進行・片付け等補助、授業中の活用補助
・理科における実験準備・進行・片付け等補助
・学年会計等会計や教材の注文・支払い等に係る業務

Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」
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○ 給食指導支援員の活用

16

18

10
57

3

平成30年9⽉ 事前アンケート

給食指導について、どのように感じているか
（町内実施校２小学校２中学校） %

１．負担はない
２．どちらかといえば負担だ。
３．大変負担だ。
４．負担はあるが、必要である。

無回答

93 

7 

平成30年度（９月～３月）事後アンケート

給食指導支援員の配置は効果的だったか

（町内実施校２小学校２中学校）

１．効果的だった。 ２．効果的でなかった。

Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」

39

○ 勤務時間外の電話対応

Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」

②業務改善に係る効果的な取組の検討と実証的研究

40



○ 勤務時間外の電話対応

0

10

20

30

40

50

60

小学校
中学校

指定校における勤務時間外の電話対応（件数）

平成30年7〜10⽉ 指定校

またかける 忘れ物
部活動等 業者
緊急

Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」

②業務改善に係る効果的な取組の検討と実証的研究

41

③専門スタッフの効果的活用

これまでの配置スタッフの整理
●●町 H30 時間数 教科 非常勤（時数） ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

10月週休日勤務

（部活動？）
10月週休日以外

●●中 1 教職員１ 0 - 88:19 74:30 62:50 91:50 49:25 79:35 103:25 78:33 18:20 85:05

部活動 2 教職員２ 0 - 126:55 118:10 107:46 132:17 109:20 165:26 135:55 127:58 18:00 117:55

バスケ 3 教職員３ 8 Ｒ 町5 167:19 155:41 132:53 138:28 99:59 123:44 140:53 136:59 48:20 92:33

卓球 4 教務主任 教職員４ 9 Ｒ 町5 119:15 77:19 94:29 72:15 56:24 77:45 95:32 84:42 14:30 81:02

サッカー 5 生徒指導主事 教職員５ 12 Ｔ 94:20 77:50 78:25 43:50 23:15 48:50 38:10 57:48 0:00 38:10

バスケ 6 学年主任 教職員６ 21 Ｂ 県４ 40:52 55:55 54:19 27:40 8:35 57:20 46:55 41:39 0:00 46:55

吹奏楽 7 教職員７ 19 Ｋ 88:50 81:19 67:14 53:33 59:47 80:18 71:08 71:44 0:00 71:08

8 (部分休業) 教職員８ 16 Ｓ 町14 42:45 34:53 16:41 22:46 9:52 30:29 28:22 26:32 0:00 28:22

卓球 9 教職員９ 19 Ｅ 町5 55:00 52:09 49:47 27:50 32:58 50:43 63:02 47:21 5:25 57:37

美術 10 教職員10 19 Ｅ 町5 74:56 57:31 57:02 32:00 24:06 50:51 76:54 53:20 4:16 72:38

野球 11 生徒会 教職員11 20 Ｒ 町5 74:35 69:22 73:13 33:59 30:01 71:47 74:17 61:02 0:00 74:17

テニス 12 研究主任 教職員12 19 Ｓ 町14 86:29 97:41 87:22 70:12 49:31 92:03 103:04 83:46 0:00 103:04

陸上 13 教職員13 18 Ｉ 県10町7 79:05 111:14 90:01 59:14 52:25 80:34 107:44 82:53 0:00 107:44

サッカー 14 （介休代） 教職員14 20 Ｊ 49:58 45:26 44:14 28:03 21:47 43:06 46:03 39:48 0:00 46:03

バレー 15 教職員15 20 Ｅ 町5 56:12 53:39 52:51 33:12 27:41 74:21 76:21 53:28 29:50 46:31

吹奏楽 16 教職員16 17 Ｍ 県4町4 69:20 82:35 118:40 99:30 91:31 184:20 163:40 115:39 64:30 99:10

バレー 17 教職員17 19 Ｔ 48:00 55:30 56:36 39:05 33:55 49:14 55:40 48:17 0:00 55:40

剣道 18 学年主任 教職員18 21 Ｉ 県10町7 63:50 46:45 59:55 45:10 43:50 66:45 83:50 58:35 28:35 55:15

水泳 19 教職員19 20 Ｊ 103:58 88:00 107:42 57:02 73:11 103:59 126:36 94:21 27:24 99:12

陸上 20 (任期付) 教職員20 19 Ｓ 町14 65:10 80:05 60:21 40:21 43:27 56:52 73:14 59:55 16:15 56:59

21 (部分休業) 教職員19 20 Ｒ 町5 38:26 19:49 41:37 15:46 24:48 40:21 59:09 34:16 20:37 38:32

科学 22 教職員19 14 Ｅ 町5 85:38 81:12 82:15 55:46 33:48 35:21 65:05 62:43 9:00 56:05

野球 23 学年主任 教職員19 20 国 87:40 67:15 62:44 49:21 63:26 70:05 63:05 66:13 0:00 63:05

●-3

●-5

●年

●年

●年

●-2

●-1

●-2

●年

●-2

●-4

●-1

●年

●年

●年

●-3

●-5

●-4

県費職員
校長

教頭

主幹教諭

●年

Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」
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○府中町教育委員会における取組

業務改善に係る学校への通知等

Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」

43

○府中町教育委員会における取組

府中町５部局からの調査・照会文等について（H29）
全調査・照会文 43件

生活環境部 12件（26.1％）
福祉保険部 19件（39.1％）

負担感のあるもの 23件（53.5％）
照会 7件（30.4％）
実施依頼 6件（26.1％）

Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」
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Ⅲ．平成30年度（２年目）の取組「試行」

45

府中町における業務改善に係る取組の方向性
１年目「業務改善に向けた基盤づくり」(平成29年度)

○ 教職員の意識改⾰
○ 学校支援拡大会議を中心としたＰＤＣＡサイクルの構築
○ 専門スタッフ等の配置（ＳＣ、ＳＳＷなど）
○ 教頭会を中心とした研究体制の整備

２年目「試⾏（業務改善に係る効果的な取組についての実証的研究）」(平成30年度)

○ ＰＤＣＡサイクルに基づく取組の改善・充実
○ 業務改善に係る効果的な取組の検討と実証的研究
○ 専門スタッフの効果的活用

３年目「実⾏・定着（効果的な取組の実⾏と定着へ向けた取組）」(令和元年度)

① 効果的な取組の町内全小中学校への拡充実施
② 各校の主体的な取組推進と中学校における部活動指導支援
③ これまでの取組のまとめと継続的な取組定着への準備

目
的

・
課
題
意
識
の
共
有
で
自
分
事
の
業
務
改
善

Ⅳ．令和元年度（３年目）の取組「実行・定着」
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①効果的な取組の町内全小中学校への拡充実施
Ⅳ．令和元年度（３年目）の取組「実行・定着」

47

文部科学省学校業務改善アドバイザーによる町内全小中学校訪問指導
②各校の主体的な取組推進と中学校における部活動支援
Ⅳ．令和元年度（３年目）の取組「実行・定着」

月 日 会 場 研修の内容

7月17日 府中小学校 主体的取組の改善と「教職員の働き方」

8月2日 府中緑ヶ丘中学校 「教職員の働き方」について

8月5日 府中南小学校 取組の改善「教職員の働き方と充実感」

8月5日 府中中学校 「教職員の働き方」と充実感を高めるために

8月6日 府中東小学校 ボトムアップによる「自分事」の業務改善

8月7日 府中北小学校 「自分事」の業務改善の推進とスクラップ

10月1日 府中中央小学校 主体的・組織的な取組の推進のための意識改革
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②各校の主体的な取組推進と中学校における部活動支援
Ⅳ．令和元年度（３年目）の取組「実行・定着」
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各校における主体的な取組の高まり

②各校の主体的な取組推進と中学校における部活動支援
Ⅳ．令和元年度（３年目）の取組「実行・定着」

○週案の起案による
進捗管理の廃止

○ランチタイムの充実・日課変更
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⺠間スポーツジムの支援による部活動指導に係る負担軽減

②各校の主体的な取組推進と中学校における部活動支援
Ⅳ．令和元年度（３年目）の取組「実行・定着」
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51

⺠間スポーツジムの支援による部活動指導に係る負担軽減

②各校の主体的な取組推進と中学校における部活動支援
Ⅳ．令和元年度（３年目）の取組「実行・定着」

中央教育審議会（平成29年12月22日）
○新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革

に関する総合的な方策について（中間まとめ）

「中学校及び高等学校段階での部活動は，生徒の自主性を尊重しつつ，ス
ポーツや 文化等に親しむとともに，学習意欲の向上や責任感，連帯感の
涵養（かんよう）等に資する重要な活動としての教育的側面や部活動の
様子の観察を通じた児童生徒の状況理解等の意義がある。」

中央教育審議会（平成31年１月25日）
○新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における働き方改革

に関する総合的な方策について（答申）

「教師が授業や授業準備等の教師でなければ担うことのできない業務に注
力するためにも，…環境を整えた上で，将来的には，部活動を学校単位
から地域単位の取組にし，学校以外が担うことも積極的に進めるべきで
ある。」
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②各校の主体的な取組推進と中学校における部活動支援
Ⅳ．令和元年度（３年目）の取組「実行・定着」

回 府中中 緑ヶ丘中 指 導 内 容 ・ 研 修 内 容

第１回 6月17日 6月27日 （合同指導）「疲労回復・ケガ防止の為の体幹トレ」

第２回 7月5日 8月8日 （教職員対象研修）「効果的な栄養摂取・休養の取得について」

第３回 9月18日 9月11日 （合同指導）「セルフストレッチ（動的・静的）」

第４回 10月15日 10月29日 （合同指導）「筋力トレ①（基礎）」

第５回 11月26日 11月25日 （合同指導）「筋力トレ①（応用）」

第６回 12月24日 12月25日 （合同指導）「筋力トレ③（総合）」

第７回 1月27日 1月23日 （合同指導）「リズム感を高める運動」

第８回 2月12日 2月7日 （総合演習）「ファンクショントレーニング」

第９回 3月11日 中旬 （教職員対象研修）「効果的なメニューの組み方（計画的な休養）」

⺠間スポーツジムの支援による部活動指導に係る負担軽減
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Ⅴ．成果と課題

①勤務時間について

○過去３年間同時期勤務時間が確実に減少（中学校での改善大）
○過労死ライン（⽉80時間超）の時間外勤務

小学校ではほぼ⾒られない
中学校は昨年の半分（依然として２割が越える）

○教員の勤務時間の上限に係るガイドライン（⽉45時間超）の時間
外勤務
教職員の約７割が超過、特に中学校で多い

○中学校における時間外勤務が多い教職員の固定化
（部活動指導の負担軽減が課題）
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Ⅴ．成果と課題

②教育の質の向上に向けた業務改善の取組について
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Ⅵ．今後の取組

①各学校が自律的・継続的な業務改善を行う仕組みの構築と今後の取
組について

○実態の把握とＰＤＣＡサイクルによる取組改善のための流れ
○専門スタッフの検討、精査等の動き
○目的意識の共有と組織的な取組の推進

→勤務時間を意識した業務
→時間外勤務の改善

○主体的で計画的な取組（質・量の高まり）
○中学校部活動指導における改善の難しさ

●現状把握とＰＤＣＡサイクルの推進
●専門スタッフの継続的な配置
●「部活動指導の在り方」に関する保護者、地域との共通理解の推進
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②府中町教育委員会における環境整備

定時退校日等の実施強化
（1）各校主体の定時退校日（週１日）

各校で曜日を決めて主体的に定時退校を促す。

（2）定時退校完全実施日（月１日）
毎月最終水曜日を定時退校完全実施日とし、全小中学校で
勤務時間終了と同時に退校する。

（3）「府中町立中学校部活動の方針」に則った部活動の実施
中学校段階の生徒にとって望ましい部活動の実施環境を構
築するという観点で取り組むことを保護者に伝え、理解を
深めたうえで取組を充実させる。

Ⅵ．今後の取組
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おわりに

子供と教職員が笑顔で

力を存分に伸ばせる学校をつくるために

ご静聴ありがとうございました。
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